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TDK環境憲章�

基 本 理 念 �

TDKは、地球環境が全ての生命を育む母胎であることを認識し、�

あらゆる企業活動の中で、好ましい環境を次世代へ引き継ぐ行動を、全員で実行します。�

基 本 方 針 �

環境保全、省エネ、省資源など地球環境を総合的に考慮し、�

循環型社会へ対応出来る企業活動を行う。�

行 動 指 針 �

TDKは良き企業市民として、地球環境問題や資源保護に留意した�

企業活動をすることにより、社是の実現を具体化する。�

環境問題への取り組みに対する、行動指針を次のように定める。�

社　是�

創造によって文化、産業に貢献する�

社　訓�

夢・勇気・信頼�

環境先進企業を目指して�

1.環境管理活動を推進するため担当役員を頂点とした組織体制を整備し、実行する。�

2.法律規制を遵守するとともに、環境管理レベルの向上を図る。�

3.環境監査を実施し、自主環境管理の維持向上に努める。�

4.環境管理規程や、環境管理年次報告書などを発行し、常に管理規範を新しくする。�

5.環境負荷を減らすため、製品設計の段階での安全環境の評価や、開発、製造における省エネ、�

　省資源を考慮し、環境保全に適合した製品を提供する。�

6.関連会社や海外生産拠点を含めたTDKグループとしての環境管理活動とする。�

7.企業市民として地球の環境保全に貢献する。�

8.社員の環境教育により意識の向上を図り、環境保全活動への参加を支援する。�

�

　環境保全への取り組みが世界的な課題となっている今、企業には環境活

動を積極的に進め、持続的発展が可能な資源循環型社会の実現に貢献する

ことが求められています。�

　2000年度はゼロエミッションの推進を中心に環境全般に関する課題に取り

組んできました。以下に重要課題の成果と今後の展望についてご紹介させて

いただきます。�

ゼロエミッション�

廃棄物を出さない具体的施策としてクローズドシステムの導入を行いました。また、やむを得ず排出される廃棄物の

再使用と再資源化を進めております。今後、クローズドシステムの横展開を図るとともに、100%再資源化への取り組

みを進め、2004年3月までのゼロエミッション達成に向けて推進してまいります。また、海外事業所でも5事業所を対象

にゼロエミッションを推進しておりますが、TRE※では既にゼロエミッションを達成しております。�

鉛フリー化�

鉛フリーはんだへの技術対応は既に完了し、量産化と承認活動を推進中です。並行して、材料の非鉛化の技術的

取り組みを継続して進めております。�

省エネルギー�

生産性の改善等あらゆる努力を続けておりますが、自主推進目標値に対しては大幅に未達となっております。そこで

エネルギー管理体制の構築と、一層の省エネルギーを進めるための現状把握と具体的なテーマの設定推進を加速

し、さらなる努力を続け目標達成を図ってまいります。�

環境マネジメント�

新たに海外４事業所と本社でISO14001の認証を取得した一方、生産形態の見直しに起因する工程移管等の原因

で一部海外事業所の認証取得が遅れておりましたが、これらの事業所においても2001年12月までに全て認証取得

の計画です。�

　TDKは持続的発展に向けて「未来のために今何ができるか」を社員一人ひとりが考え、行動することにより、資源

循環型社会の実現に貢献できると確信し、さらに取り組んでまいります。�

1993年3月制定／1995年3月改定�

※ TDK Recording Media Europe S.A.


